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■ 地元産業界等との連携事業 

 

「夏休み親子食育教室」 

 夏休み親子食育教室は、大津市内の小学生とその保護者を対象に、食の大切さを学び、健全な食

生活を実践する力を養うこと、また生活習慣の基本である朝食摂取率の向上を目的とした取り組み

である。大津市保健所と本学が連携して 2024 年度から実施している。2025年度は 7月 29日（火）

に開催した。当日の運営および準備には、本学食健康コース 2 回生の「地域食育演習」と 1 回生の

「地域貢献専門演習Ⅰ」を履修している学生 18名が参加し、参加者のサポートを行った。 

 当日の参加者は、小学生 15 名、保護者 14 名であった。メニューは、「しじみごはん」、「えび豆」、

「丁字麩のからし酢みそ和え」、「卵とオクラのみそ汁」、「丁字麩ラスク」とし、地域の食文化をふ

んだんに取り入れた献立とした。 

まず里山教室に集合し、全体説明の後、学生が調理方法の説明を行い、小学生は学生のサポート

を受けながら調理実習に取り組んだ。小学生は、学生に教わりながら食材を切ったり盛り付けをし

たりと、楽しそうに調理に取り組む様子が見られた。保護者には教員による講義を実施した。調理

後は、完成した料理を参加者全員で喫食し、「おいしい」「家でも作ってみたい」といった声が聞か

れるなど、和やかな雰囲気の中で食事と交流の時間を楽しんだ。家庭でも実践できるようレシピを

配布した。 

 参加者へのアンケートでは、非常に高い満足度が得られた。また、学生の振り返りにおいても、

普段の実習では関わる機会の少ない小学生に教える経験ができたことが良い学びになったという声

が見られた。一方で、参加者の年齢や調理経験の差に応じた指導の難しさを痛感したという意見も

あったが、学生時代に地域の人々と関わりながら活動することは食育を実践的に学ぶ貴重な機会で

ある。今後も地域との連携を深め、子どもたちの健全な食習慣の形成につながる食育活動を継続し

ていきたい。 

  



■ 地元産業界等と連携した授業科目 

 

「SHIGATANサーキュラーエコノミープロジェクト」 

昨年度からビジネスコミュニケーション学科及びデジタルライフビジネス学科の「特別演習」で

取り組んできた SHIGATAN サーキュラーエコノミープロジェクトは、大津市の障害福祉サービス事

業所れもん会社から廃棄される、ひのきの端材を活用した商品開発を中心に行う、防災アウトドア

ブランド“MOKULAB”として始動した。ブランドの認知度向上とブランド力向上を目指して学生を

中心とした営業活動に加え、江見教授の「マーケティング論」を受講したビジネスコミュニケーシ

ョン学科の学生とともに、キャッチコピー考案や値段決め、商品の広報活動やプロモーション撮影

など、学科・ゼミを超えて協働して取り組むことができた。また、MOKULAB 公式の Instagram も学

生に運営してもらい、学生ならではの視点で情報発信を行っている。 

 

★2025 年度の MOKULABの活動実績 

6月 ・学内でのプロモーション撮影 

9月 ・れもん会社との協定締結（びわこ放送・中日新聞掲載） 

・大津駅前での本学主催のリリースイベント実施（読売新聞掲載） 

・休暇村近江八幡へ 代表学生３名による現地での営業実習（商品のプレゼンテーション） 

10月 ・大津介護フェスへの出店 

・平野まつりへの出店 

11月 ・滋賀県立木育施設しがモックでのワークショップ開催 

12月 ・滋賀県立木育施設しがモックにて MOKULABの活動内容の掲示（2026 年 1月 31日）まで   

1月 ・e-radio「LIFE!」への学生の出演 

2月 ・滋賀県庁での記者会見（京都新聞・中日新聞に掲載） 

・滋賀県資源循環課主催「たのしく学ぼうサークルエコノミー＠イオンモール草津」での WS

開催 

・東京日本橋にある滋賀県のアンテナショップ「ここ滋賀」での学生による販売実習 

3月 ・滋賀県立木育施設しがモック 新施設オープンイベントでの WS開催 

 

特に、休暇村近江八幡への営業活動では、先方へのアポ取りから当日のプレゼンテーション、そ

の後の交渉まで学生たちが行った。当日は名刺交換に始まり、商品のプレゼンテーション、具体的

な商品導入の提案、価格交渉などを学生たちが主体となって実施した。このような学外での活動に

より、学生たちはより現実的な営業業務の実務体験をすることが可能となった。実際に相手先のニ

ーズや価格について交渉をするうちに、自分たちの商品の課題も浮き彫りとなり、さらなる商品の

ブラッシュアップにもつながったように思う。また、滋賀県のアンテナショップ日本橋の「ここ滋



賀」での販売実習では、より多くの方に興味を持ってもらえるような声かけの工夫や、売り方の工

夫が２日間の実習の中で見られた。勧めた商品が実際の購買につながることは学生にとっても自己

効力感を感じられる貴重な体験となった。 

 現在滋賀県庁の各課の方々をはじめ、多くの方に MOKULAB の取り組みに関心を持っていただいて

いる。今後は高島市の宿泊施設での入浴剤の設置や、ふるさと納税の返礼品選定への応募などさら

に活動の幅を広げ、学生にとっての実務体験の場の提供を行っていきたいと考えている。 
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